
 

 

２０２５年度 第一薬科大学 

CBT 対策講習会(夏期)カリキュラム 

 

１）講義日（全８日間） 

２０２５年 ８月１８日（月） ８月１９日（火） ８月２０日（水） ８月２１日（木） ８月２２日（金） 

 ８月２５日（月） ８月２６日（火） ８月２７日（水）   

 

２）授業時間 

・１日：７０分×３コマ、テスト及び解説７０分 

１限 ９：２０〜１０：３０ ２限 １０：４０～１１：５０ ３限 １２：００～１３：１０ 

テスト及び解説 １４：１０～１５：２０（終了時刻は早くなる場合があります） 

 

３）カリキュラム 

月日 ８月１８日（月） ８月１９日（火） ８月２０日（水） ８月２１日（木） ８月２２日（金） 

科目 
免疫学 

微生物学 
薬理 

生物（機能形態） 

病態・薬物治療① 

生物（機能形態） 

病態・薬物治療② 
薬剤 

講師 小林 加藤 加藤 加藤 大野 

月日 ８月２５日（月） ８月２６日（火） ８月２７日（水）   

科目 衛生 化学① 化学②   

講師 森田（実） 守ヶ洞 守ヶ洞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４）授業内容 

科目 講師 授業内容 

微生物学 小林 
１．細菌の一般的性状 

２．ウイルスの一般的性状 

薬理 加藤 

１．抗菌薬 

２．抗真菌薬 

３．抗ウイルス薬 

生物(機能形態) 

病態・薬物治療➀ 
加藤 

１．内分泌系（ホルモン総論、脳下垂体後葉ホルモン、副腎皮質ホルモン、

甲状腺ホルモン） 

２．尿崩症とその治療 

３．クッシング症候群とその治療 

３．甲状腺機能亢進症（バセドウ病）及び甲状腺機能低下症とその治療 

生物(機能形態) 

病態・薬物治療➁ 
加藤 

１．循環器系の機能形態  

２．虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）とその治療 

３．心不全とその治療  

薬剤 大野 
１． 線形１-コンパートメントモデル 

２． 吸収、分布、排泄 

衛生 森田（実） 

【薬物代謝】 

１．第Ⅰ相反応 

２．第Ⅱ相反応 

化学➀ 守ヶ洞 

１．芳香族性と共役・共鳴 

２．芳香族化合物の反応（求電子置換反応） 

３．複素環の名称 

化学➁ 守ヶ洞 
１．酸・塩基の強弱 

２．立体化学 

※担当講師や講義内容が変更になる場合がございます。変更する場合は速やかにご連絡いたします。 


